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令和４年度 第３回住吉区地域福祉専門会議 

令和５年２月16日（木） 

 

 

【松浦保健副主幹】  定刻になりましたので、令和４年度第３回地域福祉専門会議を開

催いたします。 

 本日はお忙しい中、ご出席を賜り、誠にありがとうございます。私は本日司会を務めさ

せていただきます住吉区役所保健福祉課保健副主幹の松浦と申します。どうぞよろしくお

願いいたします。 

 本日は、まだ新型コロナウイルス感染症が収束していない中での開催となっております

ので、お席とお席との間にパーティションを設置させていただいております。座席等の消

毒は事前に実施しております。お使いいただくマイクにつきましては、都度消毒をさせて

いただくなど、できるだけ感染対策を実施しております。開催時間につきましても、でき

る限り早い時刻での終了をめざしておりますので、ご協力のほどよろしくお願いいたしま

す。 

 それでは、開催に当たりまして、平澤住吉区長からご挨拶申しあげます。よろしくお願

いいたします。 

【平澤区長】  皆さん、こんばんは。住吉区長の平澤です。平素より住吉区政にご理解、

ご協力いただきまして、ありがとうございます。 

 コロナもようやく５類になるということもありまして、マスクにつきましても来月ぐら

いからは自己判断でというふうなお話も出ているかと聞いております。 

 また、まだ公表はされてないのかもしれませんけども、学校の卒業式などは、児童や教

職員はマスクを外してもいいと、来賓、保護者はマスクをしたまま、子どもさんたちも声

を出したり合唱するときはマスクをしましょうというふうな方向で進めていくというふう

なことも聞いております。また、いろんな社会福祉施設におきましても、感染対策をどう

するかということも、今後また方針も出てこようかと思いますけれども、その辺りの情報

を共有しながら進めていきたいとも考えております。 

 今年度最後の地域福祉専門会議となりますけれども、地域福祉ビジョンをつくりまして、

この期間が３年間ということで、実は来年度で３年間の期間も終了するということもござ

いますので、また新たなビジョンづくりに向けてもやっていかないといけないと考えてお



－2－ 

りますので、またいろいろとお知恵を貸していただけたらと思っております。どうぞよろ

しくお願いいたします。 

【松浦保健副主幹】  本日ご出席の委員さんにつきましては、名簿をお配りさせていた

だいておりますので、ご参照ください。また、お一人少し遅れておられますので、しばら

くたってからお越しになられると思っております。 

 それでは、会議を開始させていただきますが、その前に皆様方にお願いがございます。

議事録を残すために、ご発言いただく際にお名前をおっしゃっていただきますようお願い

いたします。また、録音をさせていただきますので、マイクのご使用もお願いいたします。 

 それでは、案件に入らせていただきます。西田委員長、進行をお願いいたします。 

【西田委員長】  西田でございます。本日も会議のスムーズな進行にご協力をいただき

ますようお願いいたします。 

 それでは、次第に従いまして、議事を進めてまいりたいと思います。 

 報告（１）の住吉区地域見守り支援システムの進捗状況についてに移ってまいりますが、

皆さん方からのご質問、ご意見については、引き続きの報告（２）の地域座談会の開催状

況について、（３）の住吉区地域福祉推進ビジョンＶｅｒ.２令和４年度の進捗状況につい

ての説明が終わった後にまとめてお願いをいたします。 

 それでは、事務局お願いいたします。 

【増田地域福祉担当係長】  保健福祉課の増田です。よろしくお願いいたします。 

 そうしましたら、私のほうから、報告事項１点目の見守り支援システムの進捗状況につ

いて報告をさせていただきます。 

 いつもの表ですけれども、昨年の10月に新規の台帳を配らせていただきましたというと

ころで、今地域にわたっている台帳としましては、表の左から３つ目①のところ、登録者

数ということで提供しているところ、②で、その後削除した数が載っておりまして、３月

に改めて追加で台帳をお渡しする数が③に載っておりまして、現在の登録者数としては、

左に載っています区全体では5,874名の方が台帳登録者ということになっております。 

 ですので、現台帳の登録者の数から③を引いていただくと、一番右のところの個別支援

プランで全員、例えば、清水丘257名というのは、先ほど言いましたように、左のところの

259名から２名分引いた257名分の個別支援プランができているということで、個別支援プ

ランの欄につきましては、国のほう、支援者欄という、災害が起きたときに誰が助けに行

くかというところの記載まで含めて個別支援プランというふうに規定がされていますので、
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住吉区の場合、個人名というよりは、地域の団体名でもということで、地域活動協議会で

あったり、町会名で記載をさせていただいているところがほとんどですけれども、そうい

った形で支援者欄まで記載のあるところまでできているところで、現在1,519名分の個別

支援プランも作成が進んでいる状況になっております。 

 先行して取り組みをしていただいているところで、現在そういった形で支援者欄も入れ

させていただいている、ただ、まだ支援者欄が空白のままのところも残っているというこ

とで、順次、支援者欄を埋めていく形で進めていくということで、５か年計画で台帳登載

者の方の個別支援プランを完成していくということで、取り組みを進めさせていただいて

いるところであります。 

 各地域、コロナで戸別訪問が難しくなったというような状況も報告いただいておりまし

て、地域によっては、コロナ禍でも戸別訪問でしっかりと確認をいただいている地域もご

ざいますが、そういった形で、コロナで止まっているところを今後どのように再開してい

くかというのは、区役所としてもしっかりと支援をしていくべきところというふうに認識

をしておりまして、今後、そういったところもしっかりと進めていけたらというふうに思

っているところであります。 

 見守り支援システムについては、以上とさせていただきます。 

 続きまして、資料番号２番の地域座談会の開催状況についてということで、令和４年度

第１年次の開催地域として、山之内、清水丘、そして、１年次途中で終わっておりました

南住吉をどうしていくかということで、この間報告をさせていただいておりまして、山之

内地域につきましては、一度、昨年の８月と10月に開催日程を決めさせていただいたとこ

ろですけれども、コロナの急速な感染再拡大という状況の中で、延期を余議なくされてい

ていたところです。 

 昨日、再開に向けて地域と打合せをさせていただきまして、このたび３月の中旬と４月

の中旬、ちょっと日程のほうはこれから最終詰めさせていただく形になっておりますけれ

ども、再開をしていくということで地域とも確認をさせていただいておりますので、今年

度、ちょっと年度をまたぎますが、３月、４月で開催をしていく予定とさせていただいて

おります。 

 清水丘地域につきましても、昨年の７月に、高齢者ネットワーク交流会というところで、

コアメンバー会議と位置づけて座談会の開催について諮らせていただいて、やっていくと

いうことでいただいていたのですけれども、先ほどと同様、コロナの状況で止まっている
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ということで、こちらのほうも昨日会議が、同じネットワーク交流会のほうが開催されま

して、その場で、引き続き検討を重ねていくということで進めさせていただいております。 

 南住吉につきましては、現在のところ、まだ再開についてはお話が十分詰められていな

いというところになっております。 

 １年次座談会を開催した地域につきまして、東粉浜地域につきましては、座談会で出さ

れた「こどもたちの顔の見えるまちづくり」ということで、昨年10月30日に東粉浜小学校

のお子さんを中心に、「東粉浜ハロウィン仮装大会」ということで、コロナ禍でもあったと

いうことで、先着100名に限り、子どもたちが仮装して参加するというイベントを実施され

ております。 

 座談会で出た内容を受けて、地域として検討を進められた結果、実施され、この内容を

さらに反省会のほうで次年度に向けて検討していくということの意見で進めていただいて

いるところであります。 

 また、裏面に行きまして、墨江地域では、座談会のメンバーから少し外れるところもあ

りますけれども、基本的には地域のコアメンバーと包括であったり、専門職を交えた地域

福祉会議というのを毎月開催され、その中で墨江地域の地域福祉の目標ということを掲げ

るということで、「墨江地域福祉ビジョン」というものをまとめていこうということで、こ

の間議論をされておりまして、一定案が確定されまして、１月20日に墨江地域福祉研修会

ということで、地域の役員さんや専門職、区社協、行政などが入った研修会を開催され、

その中でビジョンの内容について共有が図られた、今後、地域全体に周知について検討が

図られていくというふうに聞いているところであります。 

 長居地域、苅田地域、苅田南地域につきましても、コア会議、２年時の座談会の開催と

いうお声もいただいているところでありますので、次年度に向けて精力的に調整をしてい

けたらというふうに思っております。 

 私のほうからは以上です。 

【北野地域福祉担当課長代理】  保健福祉課地域福祉担当課長代理の北野といいます。

よろしくお願いします。 

 それでは、私のほうから、報告の３番目にございます、住吉区地域福祉ビジョンＶｅｒ.

２に基づきます令和４年度事業の進捗状況についてご説明のほうをさせていただきます。 

 資料３の進捗管理表のほうをご覧いただきたいと思います。 

 まず、（１）みんなが支え合う豊かなコミュニティーづくりの①地域ごとの小地域福祉計
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画づくりにあります、Ａの地域座談会等の開催支援についてというところの表の一番右の

実施状況の欄の下のほう、１月末現在の状況をご覧いただきたいのですけども、こちらに

つきましては、先ほどの報告でご説明させていただいておりますので省略させていただき

ます。 

 次のＢの項目にあります小地域福祉計画の支援につきましても、先ほどの地域座談会の

開催状況の中で報告済みですので、省略させていただきます。 

 ページをめくっていただきまして、②のＡ、ネットワーク会議の開催支援の１月末現在

の実施状況ですが、子ども食堂連絡会や子育てサロンボランティア連絡会、ふれあい喫茶

ボランティア連絡会などの各種連絡会や交流会が予定どおり開催されております。 

 下のＢ、食事サービスやふれあい喫茶などの開催情報の発信というところでは、食事サ

ービスやふれあい喫茶などの各地域での開催情報が、区のホームページにおいて更新して、

掲載のほうされております。 

 続きまして、ページのほうは３ページになります。 

 （２）の①のＡになります。地域と専門職のネットワーク強化というところでは、地域

と専門職が連携して、おりおのカフェや墨江地域で地域福祉会議や研修会などが開催のほ

うをされております。 

 下のＢの地域支援事務所の窓口機能・拠点機能の充実というところでは、コロナ禍の状

況ではありますが、地域での見守りボランティア会議などが継続して開催されております

し、10月と11月には常駐地域支援相談員の研修会も開催されております。また、見守り支

援システム検討会議において、支援事務所の在り方の検証も進められておるところでござ

います。 

 ②のＡ、「はぐあっぷ」事業の継続実施についてですが、こちらにつきましても、コロナ

禍の状況においても、子育て支援連絡会の開催や子育て講座、子育て教室などが計画どお

り実施のほうをされております。 

 Ｂのすみちゃん「こども・子育て安心」見守りネットワークの推進についてですが、ヤ

ングケアラーに関するリーフレットなどの作成に加えて、２月24日にはヤングケアラーの

研修の開催が予定されております。また、子育て相談室における相談内容や各種関係機関

の連絡先などを紹介したリーフレットの作成も進められております。 

 次のページになります。 

 Ｃのこどもサポートネットの継続実施についてですが、スクリーニング会議を開催し、
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児童生徒に対するアセスメントを実施するなど、支援を必要としている児童や世帯を継続

的に把握し、適切な支援につなげておるところでございます。 

 Ｄの地域の「拠点づくり・潜在的リスクへのアプローチ」事業の実施についてですが、

全地域で子育てなんでも相談会を立ち上げて相談を受けるとともに、見守り支援事務所や

子育てサロンなどを巡回し、子育て世帯の身近な相談が継続して実施のほうされておりま

す。また、要対協登録ケースなど、支援が必要な世帯へのアプローチも実施のほうされて

おります。 

 続きまして、③の「総合的な支援調整の場（つながる場）」の活用についてですが、区内

の関係機関と連携しながら、「つながる場」を開催し、複合的な課題を有する世帯に対する

支援策の検討や関係機関の連携を継続して実施のほうしております。 

 Ｂの子ども・若者育成支援事業の継続実施についてですが、不登校やひきこもりの若者

に関する相談では、１月末現在では、延べ312件の相談を受けるとともに、ケース検討会議

や各種講座などを計画的に実施のほうをしております。 

 また、緩やかな就労支援の場として、社会福祉施設と連携し、現在２名の若者が清掃作

業の非常勤として雇用のほうをしていただいており、定着のめどが立ってきておる状況と

なっております。 

 ④のＡ、区実務者代表者会議等を活用した包括的な支援の実施につきましては、区社会

福祉協議会と打合せ会議を開催し、要綱等の協議を行っておる状況となっております。 

 ⑤のＡ、成年後見制度の利用促進については、「広報すみよし」９月号において、成年後

見制度の説明や利用窓口を掲載し、必要なときに速やかに窓口につながるよう、取り組み

のほうを進めております。 

 （３）の①のＡになります。日頃の見守り・声かけの未実施地域への働きかけというと

ころでは、重点地域をはじめ、各機会を設けて、見守り支援システムの説明や訪問の仕方

などをアドバイスするなど、地域全体での取り組みとなるよう支援を行っております。引

き続き、未実施地域への働きかけを進めてまいりたいと思っております。 

 続きまして、②のＡ、住吉区総合防災訓練の実施についてです。11月12日に３年ぶりに

区民の方々にも参加いただき、総合防災訓練を実施しております。今回は、町会エリアの

一時避難場所、災害時避難所の開設運営訓練に重点を置いて実施しましたが、今年度は新

たな取り組みとして、女性の視点を踏まえた避難所運営訓練を実施してきたところでござ

います。 
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 Ｂの福祉避難所等連絡会の開催についてですが、福祉避難所等連絡会を開催し、福祉避

難所等開設運営の動画作成に向けて取り組みが進んでおります。業務継続計画（ＢＣＰ）

及び食事提供訓練を実施するとともに、福祉施設におけるＢＣＰの作成について、講義型

の研修も開催のほうがされております。 

 Ｃの社会福祉施設連絡会等とのネットワークの強化についてですが、災害への備えにつ

いて考える防災イベント「あそぼうさい・まなぼうさい・おたがいさまの防災」が11月26

日に開催されております。今年度はコロナ禍以前のように、体験ブースの設置や人数制限

をせずに実施のほうをされております。 

 （４）の①のＡになります。区民への地域活動・社会参加の促進講座・研修の開催支援

についてですが、手話奉仕員養成講座やスマホボランティア養成教室、災害ボランティア

養成講座、傾聴ボランティア養成講座などの研修が計画どおりに開催のほうされておりま

す。 

 Ｂの福祉教育の実施支援につきましては、車椅子体験教室や手話体験教室、展示体験教

室などの開催のほうを通して、地域や学校などにおいて福祉教育が進められております。 

 Ｃのボランティア交流会の開催支援についてですが、まちづくり交流ライブや苅田こど

も110番の家まち歩き、古地図まち歩きなどを開催することにより、ボランティア同士の情

報交換や活動の活性化が図られておるところでございます。 

 （５）の①のＡ、在宅医療・介護連携の推進についてですが、コロナ禍の影響で啓発や

研修が思うようにできておりませんでしたが、３月16日の市民向け啓発講演会の開催に向

けて準備を進めるとともに、医療介護の安心マップ改訂版の発行作業などの取り組みのほ

うが進められております。 

 Ｂの地域包括支援センターの認知度の向上・運営の充実についてですが、「広報すみよし」

やリーフレットの配架などにより、包括支援センターの周知を行うとともに、連絡会など

に参加し、運営について後方支援のほうが行われております。 

 Ｃの生活支援コーディネーターによる地域福祉の活性化についてですが、老人クラブや

山之内地域などと連携してスマホ教室が開催されております。また、リーフレットや広報

紙を通じて、各種取り組みの周知や情報発信のほうが行われております。 

 ②のＡ、社会福祉施設連絡会との連携についてですが、福祉の現場見学ツアーを開催し、

福祉人材の育成に取り組むとともに、区役所が実施する子ども・若者育成支援事業からの

緩やかな中間就労の場として、社会福祉施設において２名の若者が継続して就労のほうさ
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れております。 

 最後になりますが、③のＡ、ＣＢ／ＳＢ社会的ビジネス化の推進についてですが、ペッ

トボトル回収事業について、令和４年度より新たに遠里小野地域と東粉浜地域において実

施されており、引き続き未実施地域への働きかけが進められておるところでございます。 

 以上が、令和５年１月末までの取り組みとなっております。よろしくお願いします。 

【西田委員長】  ただいま事務局より説明がありましたこの３つの報告につきまして、

皆様方からご質問、ご意見いただきたいと思いますが、いかがでしょうか。いかがですか。

本日の流れが、この後の評価と関連する事前の状況報告ということになっておりますので。 

 では、私のほうから１点だけいいですか。 

 地域座談会の開催状況についてご報告いただいたんですけども、ようやく地域座談会か

ら出てきた内容がイベント的なところで実現していっているというようなご報告の流れか

なというふうに思うんですけども、多分いろいろ、地域の取り組みの格差というのがそろ

そろ出てくると思いますし、コロナの中で次の一歩を踏むか踏めないかというところの地

域格差が出てくると思うんですけど、こういった内容は各地域でどんな感じで共有されて

いくような感じなんですか。ほかの地域で活動が再開してきている、それを広く各地域で

こういう取り組みが始まっていけばいいかなと思うんですけど、あくまでも住民の主体的

な活動の中からやられていることだと思うので、いわゆるサポート、仕掛け等も含めて、

何か戦略みたいなものがあるか、お答えいただきたいなと思うんですけども。 

【増田地域福祉担当係長】  保健福祉課、増田です。 

 すみません、まだまだ、それをどう全体化していくかというところまではちょっと。ま

ずは事業実施であったりとか、ビジョンなり福祉計画づくりというところに着目をしてい

るところでありまして。そういった成功事例が出てくれば、そういったところをまた広め

ていく手法について、しっかりと考えていかなければいけないなということで、今、具体

的にどうしていくということはちょっとお答えできる状態ではないです。申し訳ないです

が。 

【西田委員長】  墨江地域の内容はいつも発信されているので、これがどう広がってい

くのかなというか、結構着実にされているなというイメージを持っていますし、専門職と

地域の住民とがうまく融合していっているようなイメージを持っているんですけども、稲

田さん、すみません。これは多分、西包括圏域の取り組みですよね。少し何かコメント等、

何か実際やられている方の内容としてコメントいただければと思います。 
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【稲田委員】  包括支援センター連絡会の稲田です。担当圏域は西地域包括になります

ので、今お話しいただきました墨江地域が西包括担当になっております。 

 ただ、つながり見守り支え合いシステムにある地域側と、地域と専門職の層のつなぎを、

包括支援センターとしては、いわゆる高齢者の総合相談の窓口ということで、専門職を踏

まえて、その課題のまとめであったり振り返りをそれぞれの地域でさせていただいて、課

題協議をさせていただく。主体的な活動につなげられるようなところの地域のネットワー

クづくりをするということで、いわゆる包括支援センターとしての業務がございますので、

その流れを踏まえて、あくまで高齢者だけではなくてということで、包括支援センターも

高齢者等という「等」の認識がございますので、なかなかその「等」のところまで行き切

れないところもありますけども、多職種連携をしながら、そういう視点を持って取り組み

を進めているところになりますので、その延長を踏まえて、定例の会議をさせていただい

て、そうすると、そこに障がいをお持ちの方とか、民生委員さんもご出席いただいていま

すので、お子さんの視点であったりとか、もちろん防災の視点も出てきますし、ご報告の

ありました見守り支援システムの台帳のことも出てきますので、そこを融合的なお話をさ

せていただく機会にさせていただいているのかなというふうに思います。 

 多分それぞれ専門職が地域と関わりを持って活動されている中身があると思うんですけ

ども、委員長におっしゃっていただいたように、それぞれの主体的な活動の話合いの場の

座談会であったりとか、そこに専門職側の意見を双方向の矢印でシステムに出ていると思

うんですけども、どうフィードバックしていくのか、地域の課題をどうボトムアップして

いくのかという、その双方向の矢印の仕組みをちょっと考えていかないと進まないのかな

というふうには思っているようなところです。次年度以降も併せてそこは継続協議かなと

いうふうに思っております。 

【西田委員長】  皆さんの個人的な見解でいいんですけど、うまくいっているポイント

というか、着実に主体的な活動になっているような気がするんですけども、何か助言、ほ

かの地域に対して助言できることとか、やっぱりここがあればうまいこと行くなとかとい

う感想等でもいいのでいただければ。 

【稲田委員】  地域の主体的な活動をというお話をさせていただいたときに、全てを地

域側にするのは難しいというご意見がよく出てきがちだと思うんですけども、いわゆる行

政を含めて専門職がやらないといけない業務を地域側にお願いするということではなくて、

それぞれの役割と専門性がもちろんありますので、そこをいかに重ね合わせていくのかと
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いうところでのご説明は、ちょっと注意は必要かなというふうに思っております。 

 ただ、地域側のメンバーさんももちろん変わっていくこともありますので、改めて、場

合によっては、説明を１段階戻らせていただいて、改めてその地域福祉活動とはというと

ころに戻って説明をさせていただいたりとか、積み上げで今お話しさせていただきその見

守り支援システムをイメージできている方もいらっしゃれば、そこの中身がまだ分からな

いなというようなご意見があれば、また１つ戻って、一つ一つの説明に戻りながらという

形は、３歩進んで２歩下がるじゃないですけども、そこは気をつけてやらないと、理解度

と思いとずれが出ないようにはちょっと気をつけないといけないのかなというふうに思っ

ております。 

【西田委員長】  今のお話を伺っていると、持続可能な集合体にしていかないといけな

いというところの非常に細かい配慮があるんだなというのは、すごく勉強になるなと思い

ますし、多分そこら辺は専門職が常に意識しながら丁寧にされているんだろうなというふ

うに思います。ありがとうございました。 

 そのほか何かございますでしょうか。どうぞ。 

【大宅地域課長代理】  地域課長代理の大宅といいます。よろしくお願いします。 

 私どもの課は地域活動協議会ということで、地域活動協議会の支援をさせていただいて

いる課なんですが、毎月、地域活動協議会の会長会というのがありまして、その場で行政

のいろんな事業の報告であったり、逆にお知らせであったりとかご依頼であったりという

のをやらせてもらっている中でなんですが、毎月ではないんですが、各地域がそれぞれや

られている活動の中で、特色のあるようなものを事例発表みたいなのをしていただいてい

る会もあるんですが、今回はちょっと座談会で生まれたイベントではないんですが、２月

には、ここにもありましたように、ＳＢ／ＣＢ、それのコミュニティーの関係で、ペット

ボトル回収につきまして、東粉浜地域であるとか遠里小野地域で今年やられたので、きっ

かけとか現状とか、今どういうところに課題があるか、そういう話をしていただいて、ま

だやられてない地域が参考にしていただいて、またそれをやっていただいたりというよう

なことで、事業に関しましても、こういうことをやっているよとか、こういう課題あるよ

とか、こういう人らが主体になってやっているよというような話をしていただいた上で、

ほかの地域がそれを参考に、また新たなイベントなり事業をやっていただけるきっかけに

なるというような、そんな場を一応設けさせてはいただいております。 

 以上です。 
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【西田委員長】  恐らくそういう事例が積み重なっていって、それが住民にいかに分か

りやすく届くかというところが多分ポイントだろうとは思うので、やっぱり発信の方法に

ついては、コロナが明けてからこれだけ活動が出てくる中で、ぜひともいろいろな取り組

みの公表の仕方を検討いただければと思います。ありがとうございました。 

 そのほか。吉田委員、お願いいたします。 

【吉田委員】  吉田です。 

 ご報告のほう、ありがとうございました。前回の専門会議でもちょっと発言させていた

だいたんですけど、総合的な支援調整の場について、こちらのフォーマットのほうでも、

区内の関係機関の協力を得て、埋もれたケースの発掘に努めていくと、そういった方向で。

住吉区は見守り相談室がすごく活躍しておりますので、そこから本当に障がい、高齢等、

いろんなケースの掘り起こしというのが進んでいるかというふうに思っていますし、僕自

身もすごくそこは進んでいるなというふうに感じております。 

 そこから、例えば、つながる場とかをもうちょっとこう有効に使っていけるような、そ

ういう流れができたら非常にいいんじゃないかなというふうに考えております。 

 昨年12月に、こちらにおられる西田委員長をはじめ区役所の皆さんも参加いただきまし

て、このつながる場とか虐待等々の支援、そういうものに関しての意見交換の会議をさせ

ていただきました。すごく、何ですか、区としても協力的に一緒にやっていこうというふ

うなところができたかなというところで考えております。 

 ただ、今回この実施状況のところもちょっと見させていただいたときに、８月末の段階

で１件開催と、１月末でも新規１件と継続３件ということで、大阪市全域でも、この会議

の際にもちょっと報告いただいたんですけど、昨年度、2021年度は217件の相談があって、

うち130件を開催したと。今年度も12月時点で280件の相談があって約80件、ちょっと数字

間違っていたら申し訳ないですけど、実施したということで、相談を受けている件数は増

えているけど、実施状況が減っているなというふうなところがすごく引っかかりまして、

住吉区でも、できれば相談をしっかり受けてやっていこうというふうな話にはなってたん

ですけども、この直近でも、相談したケースでも開催まで至らなかったというふうなのを

ちょっと聞いております。 

 できたら、せっかくあるこういった制度ですし、活用できる部分はやっぱりやっていき

たいなと思っていますし、専門職だけじゃなくて、やっぱりいろんな機関とつながってい

くというところは非常に大事だと思いますので、できましたらその辺りをもうちょっと分
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析いただいて、次の計画に合わせていただきたいなというふうに思っております。 

 すみません、以上です。 

【西田委員長】  この件についてはよろしいですか。どうぞ、北野代理。 

【北野地域福祉担当課長代理】  北野でございます。 

 支援機関の連携強化というところでは、おととしになりますけども、相談支援ガイドブ

ックというのを作成させていただきまして、そういった支援機関のつながりというのをま

ず大事にして、そういったところから支援が必要な方の案件が上がりやすいようにという

ことで取り組みを進めておりますので、ご指摘いただきましたように、そういった関係づ

くりのところからしっかりと取り組みを進めていきたいと思いますので、引き続きよろし

くお願いしたいと思います。 

【西田委員長】  ありがとうございました。 

 ほか、よろしいですか。大丈夫ですか。 

 それでは、この件も踏まえてということになると思いますので、続いて、議事に移って

まいりたいなというふうに思います。 

 事務局のほうから、議事の内容についてご説明をお願いいたします。 

【田中保健福祉課長】  失礼いたします。保健福祉課長の田中と申します。 

 そうしましたら、私のほうから、議事ということで、住吉区地域福祉ビジョンＶｅｒ.２

の総括評価についてということで進めさせていただきます。資料のほう、資料５と資料６、

２種類の資料ございまして、そちらのほうをご準備していただけますでしょうか。 

 それで、この後、それぞれの取り組み、項目ごとの評価のコメント等を説明させていた

だくんですけれども、まず、その前にその辺りの説明のほうを事前にさせていただきたい

ということがありますので、よろしくお願いいたします。 

 その資料５の前に、参考資料ということで、前回第２回の地域福祉専門会議の会議要旨

というのがあるかと思いますので、まず、ちょっとそちらのほうをご覧いただけますでし

ょうか。 

 そちらのほうの５番の議事要旨等というところでございますけれども、こちらのほうで、

地域福祉ビジョン改訂に向けての総括評価の方法、あるいは、改訂作業の進め方につきま

して、前回、様々なご意見をいただいたところでございます。 

 それで、「主な委員意見」というところで、「評価の方法については３年間の総括だが、

１年目、２年目、３年目と年度軸が見えるように」というようなことでありますとか、「評
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価に当たり実施主体としての評価を入れておいてもらいたい」と。また、「質的なものと量

的なものを切り分けて分かりやすく」と、そういったご意見をいただいたところでござい

ます。 

 そういったところを踏まえまして、今回資料５と資料６の２種類の資料を作成させてい

ただいたところでございます。 

 それで、まず、資料６のほうなんですけども、こちらのほうにつきましては、総括評価

の参考資料ということで、それぞれの取り組みごとに、年度ごとの量的、質的な成果とい

うところを一覧にさせていただいたものでございます。 

 これらの内容を踏まえまして、資料５ということで改めてご覧いただきますと、総括評

価シートということで、実施者評価の評価コメント及び評価を記載させていただいており

ます。評価につきましては、Ａ、Ｂ、Ｃの３段階ということで、その評価基準につきまし

ては、資料の左下のところに記載させていただいております。 

 本日は、この実施者による評価ということで、資料５のほうを中心に説明させていただ

くということでございますけども、本日以降、その右側にあります委員評価、あるいは、

次期のビジョンに加えるべき事項、それから、さらに別紙資料ということで、資料７とい

うものも併せてお配りさせていただいているんですけれども、そちらのほうでは、次期ビ

ジョンに新たに加えるべき課題と、そういったところにつきまして、後日それぞれの委員

の皆様にご記入をいただいて、提出をお願いしたいと考えております。その辺りのスケジ

ュールにつきましては、また後ほどご説明をさせていただきます。 

 なお、委員評価につきましては、全ての項目、非常にたくさんの項目があるわけですけ

ども、全ての項目を評価していただかなくても構いませんので、ご自身が取り組んでおら

れる、あるいは、関わっておられると、そういったところなど、ご自身が評価できる項目

のみで結構ですので、評価をいただけたらと考えております。 

 それでは、それぞれの項目ごとに説明のほうをさせていただきますので、資料の５と資

料の６をご準備いただけますでしょうか。 

 それで、先ほどの報告事項とかぶる部分もありますけども、改めて説明をさせていただ

きます。そうしましたら資料５のほうの１ページのほうをご覧ください。 

 （１）の①地域ごとの小地域福祉計画づくりのＡということで、地域座談会の関係です

けども、到達目標としまして、増進型の地域福祉の考え方を取り入れた課題の話合いから

理想とする状態の実現に向けて、地域の多様な主体が話し合う座談会を全12地域で開催す
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るということで、理想の姿の実現に向け支援していくということと、そういった話合いの

場の定着のために支援していくという目標を立てておりました。 

 それで右側、評価コメントということで、総括ということで書かせていただいておりま

すけども、今回のビジョンの計画期間である３年間で、区内の12地域において地域座談会

を開催するということを目標としておりましたけれども、令和３年あるいは令和４年度も、

なかなかちょっとコロナの状況が収まらないということで、なかなかそういった皆さんに

集まっていただくという形での開催が厳しい状況ということで、全12地域での地域座談会

を達成できなかったところでございます。 

 そういった状況ではありますけれども、先ほどの報告の中にもありましたように、東粉

浜地域では、地域座談会の議論に基づき、ハロウィン仮装大会が開催されたということで

ありますとか、山之内地域では、再開に向けて今後進めていくというようなところも出て

きておりますので、評価としてはＢということにさせていただいております。 

 それで、これの関係で資料６のほうには、地域座談会の開催支援ということで、令和３

年度、令和４年度のそれぞれ量的なところで、開催の地域数ということで、令和４年度に

ついては、１年次開催のところで１地域、イベント開催１地域、いずれも東粉浜になりま

すけども、そういったところの開催ができたところでございます。 

 続きまして、また資料５のＢのところ、小地域福祉計画の支援というところで、こちら

につきましては、各地域で取りまとめられた課題解決策、あるいは、地域での福祉推進策

を遂行するための計画づくりの支援ということと出来上がった計画の実行を支援するとい

うことで、計画期間内に６地域で策定するという目標を立てておりましたけれども、先ほ

どの地域座談会がなかなか開催できなかったというところで、６地域というところでの議

論ができなかったところでございます。 

 しかしながら、墨江地域のほうでは、墨江地域福祉ビジョンということで素案を取りま

とめられて、先日、研修会も開かれて、今後、公表に向けて進められているというところ

でございますので、評価としてはＢということにさせていただいています。その辺りのと

ころ、資料６でも、量的なところで墨江地域でのことを書かせていただいているところで

ございます。 

【中嶌社会福祉協議会事務局長】  次の②ご近『助』福祉と居場所づくりのＡのネット

ワーク会議の開催支援について、区社協から少しお話をさせていただきます。 

 到達目標としては、ウィズコロナからコロナ前の活動へ、地域福祉活動が地域で実施で
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きているというような到達イメージ。また、コロナ禍で生まれた活動や工夫をＩＣＴの活

用を含めて定着させるというような到達目標というふうにさせていただいています。 

 令和３年度、コロナで大分活動が停滞しがちになりましたけれども、他区に比べて住吉

区は本当に小地域福祉活動を止めないという地域の方々の強い思いがあって、そこをしっ

かり支援していこうというところで、各種会議のほうは無事開催させていただいたところ

です。 

 資料のほうに少し実際に子ども食堂の連絡会をしていますとか、食事サービスの連絡会

が開かれていますというような各種連絡会を工夫しながらしたというところを書かせてい

ただいております。 

 特に、今年度、令和４年度で言いますと、連絡会の中で提供したことが小地域の中で展

開されていたというところで、例えば、子育てサロンのボランティアの連絡会について、

応急手当のお話をさせていただいたところ、地域のほうで展開をしていっていただけたと

いうようなところとか、高齢者食事サービスで上がった地域の声をしっかり制度の改善に

つなぐというようなところができたというところが、大きく評価できるのかなというとこ

ろで、評価のほうをつけさせていただきました。 

【大宅地域課長代理】  地域課の大宅です。 

 次、Ｂの食事サービスやふれあい喫茶などの開催情報の発信ということで、こちらに関

しましては、基本的には各地域で食事サービスやふれあい喫茶などの開催情報を「広報す

みよし」や区のホームページで周知を行って、誰もが気軽に参加していただきたいという

ことでやっております。 

 評価コメントとしましては、新型コロナの影響があったんですが、それで開催中止にな

った地域もありましたが、区社協やまちづくりセンターと連携して情報収集を行い、迅速

なホームページの更新ということで、月ごとに開催が変わったりとか、また、再開したり

とかいろいろありましたので、その都度ホームページだけでなくＳＮＳ等でも活動の様子

などを周知させていただいたということで、多くの方にタイムリーな情報を発信すること

ができたということで、Ａの評価をさせていただいております。 

【中嶌社会福祉協議会事務局長】  続いて、（２）支援が必要な人々へのつながりづくり

の①身近な地域での相談体制の構築のＡです。地域と専門職のネットワークの強化という

ことで、区の社会福祉協議会から報告させていただきます。 

 これは私が総括を書いて思ったところですけれども、正直、この計画は区の社会福祉協
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議会のエリアを中心にご報告をさせていただいているところではあるんですけれども、少

しこの間で言いますと、区が何でも相談会ということで出張相談を４事業でされたりとい

うところもあるのかなというところが、十分総括のところに書き切れていないというとこ

ろがちょっとよろしくなかったなというところが反省点ではございますけれども、地域と

専門職のネットワーク強化というところについて、ご報告をさせていただきます。 

 特に地域のほうのふれあい喫茶や地域のイベントなどで出張相談を行っていったという

ところでございます。出張相談の開催につきましては、お寺さんであったり、神社であっ

たり、金融機関というようなところ、４包括でゆうちょの銀行さんでされたというふうに

聞いていますけれども、新たな場所の開拓というところ、地域の会館だけではなくてとい

うところもできたというところが評価できるところかなというふうに思っています。 

 出張相談といいますと、本当に悩みを抱えている方がすぐ並んで来るかっといったら、

そういうこともなかなかないのではあるんですけれども、出張相談の開催までのプロセス

ってやっぱりすごく大事で、地域の関係者の方々と状況をしっかり共有して開催につなげ

たというそのプロセスが、まず大事だったのではないかなというふうに評価をさせていた

だきました。 

 また、出張相談については、広報・啓発活動も兼ねながら、気軽に相談できる機会とい

うところでできていたのではないかというところで、回数も含め、ここには書いてないで

すけれども、各包括さんそれぞれでされているというところもお聞きしておりますので、

評価をＡとさせていただきました。 

 それから、Ｂのところです。地域支援事務所の窓口機能、拠点機能の充実です。 

 到達目標としては、地域支援事務所、相談の持ち寄りどころ、専門職関係機関の橋渡し

の拠点として機能充実を支援し、身近な地域での相談体制の整備を進めるということにな

っています。 

 各地域で実施していただいている様々な会議について、地域の方々と行政専門職が入っ

て、しっかり話をしていくというところでの支援事務所の機能というところは強化にはつ

ながったかなというふうに思いますけれども、先ほど西田委員長からもありましたように、

地域ごとに格差というか、温度差とか機能の差というところが出てきているというところ

もあります。地域支援事務所の在り方についての検証というところも、まだ不十分ではご

ざいますけれども、来年度に向けて、またそこの在り方というところは議論をしていきた

いというふうに思っています。 



－17－ 

 また、専門職への周知、地域支援事務所のスキルアップ、支援員のスキルアップについ

てもしっかりやっていきたいというふうに思っています。ＣかＢかちょっと迷ったところ

ではありますけれども、一応評価はＢとさせていただきました。 

【小西保健子育て担当課長】  保健子育て担当課長の小西です。お世話になっておりま

す。 

 そしたら、②子育て世代の孤立防止ということで、Ａ、「はぐあっぷ」事業の継続実施に

ついてです。 

 到達目標としましては、住吉区では全ての子どもが健やかに成長できる地域社会を実現

するため、子育て相談室と保健分野が連携し、一体的な子育て支援体制を強化した住吉区

子育て世代包括支援センター「はぐあっぷ」の取り組みを平成30年度より実施しておりま

す。 

 評価コメントとしましては、「はぐあっぷ」の主な取り組みとして、①から③までの取り

組みを行ってまいりました。 

 上記取り組みを新型コロナの感染症の状況が非常にあったんですけれども、まさしく私

どものおります保健分野では、コロナの対応、それから、ワクチンの対応で、令和２年度、

３年度、４年度もですけれども、非常に繁忙な状況をずっと継続しておったわけですけれ

ども、その中でも着実に取り組みを進めることができております。 

 その上で、令和４年度が重大な虐待ゼロに向けた重点取り組みの最終年度であるという

ようなことなどから、この「はぐあっぷ」の再編に取り組みまして、令和５年度からは「は

ぐあっぷ」相談体制の充実強化並びに区独自の再編成を行っております。引き続き、この

事業を着実に実施していくということで評価をつけております。 

 続いて、Ｂのすみちゃん「こども・子育て安心」見守りネットワークの推進。こちらに

ついては、住吉区では「重大な児童虐待ゼロ」に向けた重点取り組みとして、子ども・子

育て世帯に関わる区内各関係機関、地域団体等の関係者が幅広く連携することによって、

支援を要する子ども・子育て世帯に早期に気づいて、必要な支援につなげられるよう、す

みちゃん「こども・子育て安心」見守りネットワークというものを発足させております。 

 評価コメントとしましては、新型コロナウイルス感染拡大防止のために、令和２年度は

研修会を実施できませんでしたけれども、令和３年度、４年度と継続して、ヤングケアラ

ーの研修を開催しております。また、啓発用リーフレットというものも作って、ヤングケ

アラーに関する周知でありますとか、先ほどもありましたけれども、子育て相談室につい
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て紹介するリーフレットというようなものを作成するということで、地域の皆さんに、気

になる子どもさんや家庭を早期に発見していただいて、子育て相談室なりにつなげていた

だくというようなことの取り組みを着実に進めておりますということで、こちらもＡ評価

とさせていただいております。 

 続きまして、Ｃ、子どもサポートネットの継続実施。こちらについては、小学校、中学

校において、学校生活、家庭生活等、課題を抱えた子どもさん及び子育て世帯を発見し、

区役所における支援チームと連携して、保健福祉の支援体制、支援制度等につなげるとい

う、そういう取り組みでございます。 

 評価コメントとしましては、これもコロナの影響がございましたけれども、学校の一斉

休校というようなこともございましたけれども、その中でも学校と連携をしながら取り組

みを進めてまいりました。 

 令和３年度からは、区独自のスクールソーシャルワーカーと子どもサポートネットスク

ールソーシャルワーカーの一体的な運用というようなこととか、学校を拠点にスクールソ

ーシャルワーカーを配置するというふうな独自の取り組みも進めております。 

 ここに書いておりませんけれども、地域の子ども食堂さん、あるいは、主任児童委員さ

んなどにも連携をさせていただきながら、地域の中でも子どもさんを見守っていただくと

いう体制をつくらせていただいております。そういったことで、Ａ評価をつけております。 

 Ｄの「地域の拠点づくり・潜在的リスクへのアプローチ」事業。これについても、到達

目標としては、重大虐待ゼロに向けた重点取り組みとして、子育て世帯の身近な相談の場

を確保するとともに、見守りが手薄な対象へのアプローチを行い、潜在的リスク把握と必

要な支援につなげることで、重大虐待ゼロの状態を維持するというものでございます。 

 評価コメントとしましては、これもコロナの影響はございましたけれども、地域の皆様

の協力の下で、地域における拠点での専門員の巡回相談ということも着実に進めさせてい

ただいております。また、２歳６か月児を対象に、全家庭への質問書を送付するポピュレ

ーションアプローチも着実に実施しております。そういったことでＡ評価をつけさせてい

ただいております。 

 以上でございます。 

【田中保健福祉課長】  保健福祉課長の田中です。 

 引き続きまして、③専門機関の連携強化ということで、Ａの「総合的な支援調整の場（つ

ながる場）」の活用ということでございます。 
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 到達目標といたしまして、支援関係機関や地域住民等の連携により、課題の解決に資す

る支援が包括的に提供されるよう、つながる場で情報共有や課題の共通認識を図ることを

通じて、分野、職種を横断した専門職のつながりを強化し、相談支援体制の充実を図って

いくということと、関係機関の協力を得て、埋もれたケースの発掘に努めるということで、

評価コメントでございますけれども、コロナの影響ということで、なかなか連携の機会が

少なくなり、つながる場の会議の開催も少なくなったというところでございますけれども、

相談のあったケースにつきましては、スムーズにつながる場を開催し、過去の継続ケース

についても現時点の状況を確認し、今後の開催の可否を判断したところでございます。 

 また、支援機関の情報を掲載した相談支援ガイドブックを作成し、協力関係機関との横

のつながりを強化するという取り組みも行ったというところで、なかなかちょっと開催が

少なくなったというところで、評価としてはＣをつけさせていただいております。 

 続きまして、Ｂ、子ども・若者育成支援事業の継続実施ということで、不登校やひきこ

もりで悩んでいる子ども・若者や、就労に自信の持てない若者を対象に相談に応じ若者を

サポートする、そのネットワークを組織し、自立の支援を行っていくということと、そう

いった当事者を掘り起こして、相談事業につなげていくというところで、継続的な支援を

行うというところで目標を立てさせていただいておりました。 

 評価コメントでございますけれども、コロナ禍で不登校、あるいは、ひきこもりの若者

が増加するということで、その状態の深刻化が見受けられる状況において、相談枠の拡充

といったところとか、切れ目のない継続した支援ということで、ほかの事業での支援が年

齢制限などにより満了するものに対して、対象者、その家族の同意による事前登録という

ことで、今現在３名の方に事前登録をしていただいているほか、比較的緩やかな就労とい

うことで、社会福祉施設のご協力もいただいて、今２名の方に就労に行っていただいてい

ますけども、そういったところで社会生活を円滑に営むことができる取り組みを拡充する

ことができたということで、Ａ評価をつけさせていただいております。 

 続きまして、④のつながり・みまもり・支えあいシステムの構築のＡでございます。 

 区実務者代表者会議を活用した包括的な支援の実施ということで、区内の関係機関が連

携して包括的な支援を行えるよう、課題の整理分析を行う。あるいは、そういった包括的

な支援につなげられるよう、区実務者代表者会議を年１回定例開催するということでござ

います。 

 評価コメントとしまして、やはり福祉コミュニティーづくりということになりますと、
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住民同士の支え合いだけではなく、区役所関係機関、そういったあらゆる資源が協働し、

区全体として地域福祉の推進に取り組むことが重要ということで、そういったところから、

住吉区では、つながり・みまもり・支えあいシステムの構築をめざしているというところ

でございます。 

 しかしながら、区実務者代表者会議につきましても、コロナの影響ということで、この

間開催が難しい状況であったんですけれども、今年度何とか１回開催できるよう、今、準

備を進めているところでございます。そういったところで、評価はＣにさせていただいて

おります。 

 続きまして、⑤虐待防止と権利擁護支援ということで、Ａの成年後見制度の利用促進と

いうことで、権利擁護が必要となったときに速やかに窓口につながるようにするというこ

とで、評価コメントとしまして、「広報すみよし」あるいは区のホームページというところ

での周知というところでやらせていただいているというところですけども、高齢の虐待の

通報件数、受理件数というのが、やはり増えてきているというところで、そういった成年

後見の受理件数も増加しているところでございます。 

 そういったところで、ちょっと時間がかかっているというようなところがあるんですけ

ども、スムーズに事務処理を進められるよう努めているところでございます。 

 また、地域包括支援センターが行う総合相談、あるいは、地域ケア会議にて制度利用が

必要な事案に対しての後方支援も行っているところでございます。評価としては、Ｂをつ

けさせていただいております。 

【中嶌社会福祉協議会事務局長】  続いて、（３）災害時に備えた地域における支えあい

の仕組みづくり、①住吉区地域見守り支援システムの構築のＡ、日頃の見守り声かけの未

実施地域への働きかけです。 

 到達目標としては、重点地域を設定し、見守り等実施の働きかけを行って、民生委員さ

んやケアマネジャーさんと連携して、町会未加入者の状況の把握、個別支援プランの作成

を進めるというところ。それから、訪問が困難なコロナ禍の見守り方法について検討し、

可能なものから実施していくという到達目標になっています。 

 この間で言いますと、特に令和３年度については、コロナ禍で地域の災害時の要援護者

の台帳を活用した見守り活動というところは、なかなか停滞する結果になってしまったか

なというところになっています。 

 特に見守り活動について実施していただいていた地域は変わりなく、何とか工夫をしな
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がら活動を継続していただいたんですけれども、未実施の地域については、新たに活動を

行うというようなところについては困難な状況だったかなというふうに思っているところ

です。 

 令和４年度については、地域での会議の開催というのが再開されて、資料の５、６かな、

６ですか、年度ごとで言いますと大分会議の開催が増えて、量的には説明をする機会、働

きかけの機会が増えてきているというような状況です。要望があった地域だけではなくて、

重点地域については、状況を小まめに把握して見守り活動を行っていけるよう、また引き

続き働きかけのほうを行っていきたいというふうに思っています。 

 評価もちょっとＢとＣとここも迷ったところですけれども、一旦Ｂというところでつけ

させていただきました。 

【大宅地域課長代理】  地域課の大宅です。 

 次に、住吉区総合防災訓練の実施ということで、この訓練に関しましては、平成28年か

ら毎年やらせていただいておるんですが、目的としましては、全12地域、総合防災訓練を

同時に実施して、地域防災力の向上を図るということでやらせていただいております。 

 一番多いときでは、一般の方も含めて9,000人ぐらい参加をしていただいておったんで

すが、コロナの影響で、一昨年は1,000人、去年が2,000人ということだったんですが、今

年はコロナもちょっと緩和されたということで、地域の役員さんだけでなく、一般の方々

にも参加していただいたり、もちろん医療機関、歯科医師、薬剤師、医師、それと、その

三師会と病院なり福祉施設にもご協力いただきまして、今年は4,500人の方の参加をいた

だきましたが、まだまだ中学生とか小学生、実際に災害が起こったときに、また戦力にな

るという、そういう若い世代の方にもご協力願って、また、地震の災害が起こったときの

大変さというのも知っていただくということで、今後もやっていきたいと思っております

ので、今のところはまだそういう形で全員が参加はできなかったということで、取りあえ

ず目標の部分はできたのかなということで、Ｂにさせていただいております。 

 続きまして、福祉避難所等連絡会の開催ということで、これも災害が起こったときに、

基本的に普通の災害時避難所で生活が難しい方に関しまして、福祉施設のご協力をいただ

いて、福祉避難所での被災生活をやっていただくということで、現在35施設にご協力をい

ただいて運営しているところですが、これに関しましても、コロナの影響でなかなか去年

は開催することができず、全体会の前の小委員会ということで、幹事の方だけ集まっても

らって、会議をどのようにまた進めていくかということをやらせていただいたんですが、
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今年に関しましては、コロナも緩和されたということで、全体会も含めて２回やらせてい

ただきました。 

 その中身につきましては、福祉避難所や緊急入所施設についての役割の説明、また、福

祉避難所におけるＢＣＰ作成の状況についてということと、防災ディスカッションの研修

を１回目に実施しまして、２回目につきましては、この２月にやらせていただいたんです

が、佛教大学から専門の先生を講師にお招きしまして、福祉避難所におけるＢＣＰの作成

についてということで、改めて実施させていただきました。 

 ただ、本来の利用者の方と避難されてこられた被災者の方の支援、両方の支援をする難

しさというのを改めて知って、今後どういうふうにやっていこうかというのが課題として

挙がりました。 

 また、福祉避難所開設のＤＶＤを今作成しているところでございまして、ほぼ完成する

んですが、取りあえず来年度にこの会でお披露目をさせていただこうと思っております。

今のところは評価Ｂにさせていただいております。 

 以上です。 

 次に、社会福祉施設連絡会等とのネットワークの強化ということで、これも先ほどあり

ました「あそぼうさい・まなぼうさい・おたがいさまの防災」というイベントを通じて、

深く防災のことを知っていただくということで、去年の11月ですか、開催させていただき

ました。ただ、コロナ禍ということもあり、周知も不十分ということで、あまり多くの、

思っていた以上の方に来ていただけなかったということで、来年度は周知の部分も含めて、

内容ももう一度再検討をした上で多くの方に来ていただくようなことを考えておるところ

でございます。評価としては、一応コロナ禍であっても大勢のいろんな機関に参加してい

ただいてきっちりと実施できましたので、Ｂとさせていただいております。 

 以上です。 

【中嶌社会福祉協議会事務局長】  続いて、資料５の10ページです。（４）地域福祉活動

の担い手の層を厚くする取り組みということで、①福祉教育・ボランティア活動の取り組

みの拡充です。 

 Ａ、区民への地域活動・社会参加の促進講座・研修の開催支援ということになります。

主にボランティアの養成講座を中心に目標を立ててきたところです。講座研修会の開催に

よって、参加者が自主的な活動に取り組むことを支援していく。また、講座研修会の参加

者同士の交流の場やグループ化に向けた支援をしていく。地域福祉活動に関心が高まる講
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座が開催できるよう、区民のニーズや地域の動向等の情報提供、情報共有を行うという到

達目標を立てておりました。 

 総括としましては、実際的には、ボランティアの活動というのが、施設側がなかなか受

入れが難しかったり、ボランティアさん自身が感染予防の意識からボランティア活動自体

が少し縮小するようなところがあったというところはありますけれども、感染予防を行い

ながら講座のほう、研修会のほうを実施することはできたかなというふうに思っておりま

す。 

 令和３年度については、除菌スプレーという講座をさせていただいたんですけれども、

テーマ型のボランティアさんが、その後、それぞれの地域で同じような講座をしたいとい

うことで活動することになりまして、支援型のボランティアの活動とテーマ型のボランテ

ィア活動の協働が生まれたというのが令和３年度だったかなというふうに思います。 

 また、長期間の講座をするのがなかなか難しいというところで、１回目の入り口講座と

いうようなところで、開催に工夫を凝らして実施のほうをさせていただいたというところ

でございます。 

 令和４年度については、特に地域のニーズというところで言いますと、スマホのボラン

ティアの養成講座というのを開催しまして、これまであまり社会福祉協議会と関わりが少

なかった層といいますか、50代の方もご参加いただいて、また活動につながっているとい

うようなことができたかなというふうに思っております。 

 当初の目標どおりできましたので、Ｂというふうにさせていただいております。 

 それから、項目戻りまして、福祉教育の実施支援ということでございます。到達目標は

相互に学びのある福祉教育の実践ができている。また、ほかの社会福祉団体とも共同して

実践することで、社会のよいところなども学び、取り入れていっているというようなとこ

ろ。それから、講師ボランティアとの交流会ができ、様々な福祉教育の実施ができている。

実施に当たっては、区社協内での情報共有を進めながら、新たな協力者、協力団体への声

かけを検討するというところでございました。 

 総括としましては、令和３年度については、そもそも学校さんのこともあり、依頼が少

し減ったかなというところでございました。令和４年度に入りますと、校長会、教頭会で

も周知活動を行って、依頼の件数のほうも戻ってきているというところでございます。 

 貸出しをする物品の対象先も増えたり、新たな福祉教育の場が広がったかなというふう

に思っているところです。 
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 講師についても、引き続き様々な団体さんと協力しながら実施ができたかなというふう

に思っています。 

 コロナ禍の中で、学校さんも担当者が代わりというところで、前のように実施するとい

うのはなかなか難しいところもあったかなと思いますけれども、こちらのほうで丁寧に資

料を用意しながら、ブランクがないような実施ができたかなというふうに思っております。 

 評価は、目標どおりということでＢをつけさせていただきました。 

 それから、Ｃ、ボランティア交流会の開催支援です。まちづくり交流ライブの開催を通

じて地縁型、テーマ型の協働事例が新たに生まれている。ボランティア同士の交流により

情報交換や活動の活性化を図るという到達目標を立てておりました。 

 基本、コロナ禍でありましたけれども、ＩＣＴを活用して、まちづくり交流ライブのほ

うも、１年目は実施することができましたし、今年度は参集型でも実施のほうをさせてい

ただいているところです。 

 まちづくり交流ライブの中から生まれたまちづくり交流プランということで、実際に何

か行動を起こしていこうということで、子ども110番の家めぐりであったり、防災を意識し

た古地図でまちを歩くというような取り組みも実現できたというところで、特に学校や地

域、地活協やボランティアさんが協働する事例というところも生まれてきたかなというふ

うに思っております。 

 ボランティアさんの交流会についても、コロナ禍ではありましたけれども、工夫をしな

がらお互い交流のほうを深めることができたというふうに思っております。 

 評価のほうは、当初目標どおりということで、Ｂをつけさせていただきました。 

【田中保健福祉課長】  続きまして、（５）多様な協働（マルチパートナーシップ）によ

る地域づくり、①の地域包括ケア体制づくりということで、Ａの在宅医療・介護連携の推

進でございます。 

 到達目標といたしまして、医療と介護両方を必要とする状態の高齢者が、住み慣れた地

域で自分らしく暮らし続けることができるようにということで、地域における医療・介護

の関係機関が連携し、包括的かつ継続的な医療・介護の連携体制の構築を進めるというこ

とで、具体的には、「住吉どらやきの会」の多職種連携のフィールドに協力参加するととも

に、医療機関などへ地域座談会への参加を呼びかけ、地域における医療介護の関係機関の

連携を促し、包括的かつ継続的なそういった連携体制の構築を進めるということでござい

ます。 
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 評価のコメントの総括でございますけれども、令和３年度、令和４年ともにコロナの状

況ということではございましたけれども、そういった状況ではありましたが、専門職が協

働し合える場の支援、それと、高齢者が最後まで安心して住み慣れた地域で暮らせる仕組

みづくりの支援というところで継続的に取り組んできたところでございます。 

 具体的には、推進会議の開催でありますとか、市民向け講演会の開催、専門職向け研修

会の開催といったところを行ってまいりました。 

 また、令和３年度以降は、「人生会議（ＡＣＰ）」の普及啓発というところにも取り組み

をさせていただきまして、令和３年度には専門職向けの研修、あるいは、小地域での市民

向け啓発の実施と。さらに、令和４年度には、人生会議の普及啓発を目的とした講演会を

開催ということでございます。 

 また、「医療と介護のあんしんマップ」の改訂版の発行というところにも取り組んでいる

というところで、今後ともそういった支援体制の構築というところを進めていきたいと考

えております。 

 評価につきましては、Ｂ評価とさせていただいております。 

 続きまして、Ｂの地域包括支援センターの認知度向上・運営の充実というところで、高

齢者の総合相談窓口として認識できるよう支援するということでございます。 

 地域包括支援センターは、高齢者の方々が住み慣れた地域で安心して生活が続けられる

ように、専門の職員が様々な関係機関と協力しながら高齢者の支援を行っているというと

ころで、区役所では、認知度向上ということで、「広報すみよし」への年１回の掲載。ある

いは、２階の保健福祉課の待合フロアに、それぞれの機関の周知リーフレットを配架させ

ていただいているというところと、あと、普段の活動として、総合相談、虐待対応等、あ

るいは、年３回の運営協議会を通じ、運営の充実を図っているところでございます。 

 評価につきましては、Ｂ評価とさせていただいております。 

【中嶌社会福祉協議会事務局長】  Ｃの生活支援コーディネーターによる地域福祉の活

性化です。 

 ビジョンにおける理想の状態としては、多様な主体と連携して、高齢者が主体的に健康

づくりに取り組み、様々な機会で活躍できる地域づくりを支援する。ＩＣＴの活用に向け

て、老人クラブと連携して高齢者向けのスマホ教室を開催する。また、大学や地域と連携

して高齢者の継続的なスマホの活用を支援する場づくりを含む。 

 それから、テイクアウトプログラムを実施して、新たな担い手の創出や設置場所の拡大
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を行う。生活支援コーディネーターのリーフレット作成やＳＮＳの活用により、情報発信

に努める。男性の社会参加を促進するため、老人福祉センターと連携した企画を実施する。

百歳体操など新たな活動の場の立ち上げ支援を行うという目標を立てております。 

 総括としましては、様々な事業を予定どおり行えたというところでございます。特に高

齢者のフレイル予防を含む取り組みということで、地域資源とのマッチングを行って、新

たな居場所づくりができたかなというふうに思っています。百歳体操であったり、囲碁の

場であったりというようなところが生まれてきています。 

 ２層の生活支援コーディネーターが配置され、各地域での活動について、情報共有を目

的に地域全体での第２層協議会を開催することができました。全体で集まったことで、ほ

かの地域の活動を知ることになって、うちの地域でもスマホ教室やりたいわとか、今度、

車椅子の講習会もやってみたいわというような、次の取り組みにもつながりそうな芽が生

まれたというところでございます。 

 それから、２層コーディネーターによるボランティアグループや企業、ＮＰＯ法人など、

地域の社会資源のマッチングというのを丁寧にさせていただいて、ウィズコロナ活動の継

続が支援できたというところでございます。 

 また、リーフレットを作成したり、「社協だより」で地域資源についてとか、ＩＣＴの取

り組みについても情報発信をしたところです。 

 スマホ教室については、地域単位で定例開催しているのが２地域。スマホボランティア

の養成講座を開催し、修了生に地域のスマホ教室に派遣で来ていただいているというよう

な状況も生まれてきているところです。 

 Ｚｏｏｍの活用についても、地域の方が引き続き参加していただいているところでござ

います。 

 百歳体操の新規立ち上げも、何か所かで行えているところです。 

 それから、テイクアウトプログラムを通じて、外出を自粛している高齢者のアプローチ

を行うことができました。また、地域の支援事務所など、配布の場所を拡大することがで

きたというところです。 

 それから、生活支援コーディネーター２層が生まれたというところで、各包括圏域ごと

に１人ずつ配置しているところで、特に専門職や地域包括支援センターとの連携が進んだ

というところが一番大きくて、圏域のニーズに合った活動、例えば、会議での情報発信、

地域資源の情報発信であったり、ケアマネジャーさん向けＩＣＴの活用の講習会であった
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り、ペットの問題について少し一緒に事業をさせていただいたり、男性の作品展を一緒に

させていただいたりというところで、各圏域に合わせた活動に取り組むことができている

というところが特徴かなというふうに思っております。 

 評価については、Ａを付けております。 

【田中保健福祉課長】  続きまして、②の社会福祉法人による公益的取り組みというこ

とで、Ａの社会福祉施設連絡会との連携でございます。 

 到達目標といたしまして、社会福祉法人が実施する新たな福祉人材の育成などの公益的

な取り組みについて支援するとともに、新たな取り組みが生まれるように意見交換を行い

ながら、公益的取り組みを地域につなげていけるよう、連絡会と連携するということでご

ざいます。 

 評価のコメントでございますけれども、令和２年度より社会福祉施設連絡会として、「住

吉区合同人材の育成における研修制度」というものが立ち上がり、令和３年２月に第１回

の知的障がい者ガイドヘルパー養成講座が開催され、22名が参加されたところでございま

す。 

 令和３年度はなかなか開催が難しい状況でありましたけれども、４月９日、10日にはガ

イドヘルパーの養成講座が開催され、８名が参加されたところです。 

 また、「福祉を知る」をテーマに高校・大学生を対象に、「福祉の職場見学ツアー」を令

和４年８月に開催され、10名の学生が参加されたところでございます。 

 また、先ほどちょっと説明させていただいたところとかぶるんですけども、区の子ども・

若者育成支援事業からの自立に向けた緩やかな就労先ということで、連携に向けて議論を

進め、令和４年度は、緩やかな就労ということで、今、２名が施設のほうで働いていただ

いているところでございます。 

 最後の項目になります。③のビジネス的手法の導入支援ということで、ＣＢ／ＳＢ社会

的ビジネス化の推進ということで、到達目標としまして、人と人とのつながりづくりの促

進、地域コミュニティーの活性化、自主財源の確保というところを目的に、地域が抱える

様々な課題を地域住民が主体となってビジネスの手法で課題解決に取り組む、ＣＢ／ＳＢ

社会的ビジネス化を推進するということでございます。 

 評価のコメントとしまして、このビジョンの計画期間において、それまでに地域が実施

していたＣＢ／ＳＢの10件から、地域活動協議会会長会での情報提供、あるいは、未実施

地域への働きかけを継続的に行うことで、新たな取り組みとしまして、ペットボトル回収
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事業を含む５件の創出ができ、令和４年度末の実施件数は15件となったところでございま

す。 

 こういったところで推進をしたことで、地域においてＣＢ／ＳＢへの関心があるという

ことでございますけども、ただ、依然として、採算性、あるいは、担い手不足等の問題で、

なかなか事業実施に結びついてない地域もあるということで、引き続き実施している地域

の情報も共有しながら、実施に向けた支援を行う必要があると考えております。 

 評価につきましては、Ｂとさせていただいております。 

【増田地域福祉担当係長】  そしたら、続きまして、私のほうから、資料４をご覧いた

だきたいと思います。 

 改訂に向けてのスケジュールということで、本日、評価シートのほうを委員の皆さんに

は初見ということで、なかなか意見等をいただくというのもあれなんですけれども、この

後、意見をいただいて、資料５、６、修正があれば修正をさせていただいた上で、また、

委員のほうからこんな資料があればというようなご意見もありましたら、追加資料等含め

て、３月上旬には各委員のほうに評価シートを改めて送らせていただきたいと思っており

ます。 

 本日、机の上に評価シートの送付方法というプリントを１枚置かせていただいておりま

して、メールでの送信なのか郵送での送付かというところを、今日ご提出いただけたらと

思っております。メールアドレスにつきましては、昨年度、ウェブ会議を開催する際にい

ただいているものがありますので、それを活用ということも希望をお聞きしたいというふ

うに思っております。３月上旬に送らせていただいて、約１か月の期間を取らせていただ

いて、委員から委員評価をいただきたいと思っております。 

 先ほどありましたように、全ての項目ということでもなく、それぞれコメントいただけ

るところを評価いただけたらというふうに思っております。 

 委員からご提出いただきました意見を事務局で委員評価として取りまとめをさせていた

だいた上で、５月下旬には小委員会を開催させていただき、内容確認をお願いし、その上

で、６月29日の令和５年度第１回専門会議において総括評価を行い、住吉区地域福祉ビジ

ョンＶｅｒ.３に加える項目、新たに記載すべき項目等を整理させていただきたいと思っ

ております。 

 その後、少しお時間をいただき、小委員会を重ねまして、素案を検討していくというこ

とで、前回、第２回を９月に開催したいというふうに一旦出させていただいたんですけれ
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ども、素案作成に時間をいただきたいということで、第２回を11月２日とさせていただき

たいと思っております。 

 小委員会で議論をした上で案を固めていきまして、それで、来年２月22日の第３回専門

会議においてご議論いただいて、案を確定させていただき、その後、３月中旬から４月中

旬にかけてパブリックコメント、６月にはビジョン改訂というスケジュールで進めていき

たいというふうに考えておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 小委員会のメンバーについて、立候補等ありましたらお申出いただきたいとは思ってお

りますが、小委員会、大体５名程度を想定しておりまして、高齢、障がい、子ども、地域

それぞれの分野、考慮を入れさせていただいて、選ばせていただきたいというふうに思っ

ております。よろしくお願いをしたいと思います。 

 私のほうからは以上です。 

【西田委員長】  ただいま事務局から説明がありましたように、住吉区地域福祉ビジョ

ンをバージョン３に改訂していくに当たって、現行のバージョン２の総括評価を行って、

バージョン３に反映していくということで、今回は、事業実施者から見ての評価について

の説明というふうにご理解いただきたいと思います。 

 前回の意見を踏まえて、事業実施評価に当たって、計画３年の量的、質的なところも踏

まえて発表していただきました。 

 なかなかのボリュームなので、ちょっと時間的にも大分差し迫っているところではあり

ますが、質問については、中身をどうこうとの質問はなかなか難しいかもわからないです

けども、これから皆さん方がそれぞれ評価していただくに当たって、その評価をするに当

たっての質問、疑問等についてご質問等があればしていただきたいということと、先ほど

事務局からの説明もありましたように、こういう資料を用意してほしいというようなこと

がありましたら、皆さん方の忌憚のない意見をいただければと思います。いかがでしょう

か。 

 ちょっと今ぱっと思いつかないかもわからないですけども。この空気感はちょっとまず

いなというふうに思いますが。そうですね、小野先生のほうから、ちょっとご助言等をい

ただいたほうがいいかなと思います。 

【小野教授】  ここで発言していいかどうか考えていたんですが、要は、この場に委員

の皆さんがいるということは、率直にご意見をいただきたいということですので、委員長

がおっしゃっていましたけど、先ほどの項目の中で自分に関係するところ、あるいは、関
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心があるところをまずは見ていただいて、もちろんさっきの事業者の評価はありますけれ

ども、それはあくまでその立場からですから、実際にはやっぱり本当は利用者ですとか住

民の目線というのが非常に重要になりますから、そういう立場でまずは素朴に考えていた

だいて、この事業はうまくいっているのか、あるいは、課題があるのかという辺りを示し

ていただいたほうが、その後のより具体的な評価につながるんだと思います。 

 ですから、あまり細かく考え過ぎるよりも、ある意味、まずはちょっと直感を信じて、

これどうなのという辺り、気になるところをまず示していただいたほうが、その先をさら

に分析できると思いますので、これを一般的に生活世界からの評価というんですけれども、

そういうのは十分あり得ます。専門的なことができればそれに越したことはもちろんいい

のかもしれませんけど、むしろそれよりも、いわゆる一般的な感覚での評価というのが非

常に重要なところになってくるんだというふうに思います。 

 その上で、恐らくこれがバージョン３につながっていくということでありますので、そ

こにつながるような思いみたいなのも示しておいていただくといいと思います。地域福祉

は非常に広いので、何ていいますか、全部それを対応しようと思うと本当にごちゃごちゃ

になってしまうと思いますから、まずは自分の関心があるところをお示しいただくという

ところに絞って、考えていただければいいというふうなことなので、あまり肩肘張らずに、

直感を信じながら、まずは評価していただいたほうが、よりよい評価につながるようなこ

とになると思います。 

 以上です。 

【西田委員長】  小野先生、ありがとうございます。ということを踏まえて。 

 山下委員、お願いします。 

【山下委員】  たくさん、多岐にわたってあるので、どこが該当するのかと今、自分で

も探しているんですが、要は、地域見守り支援システムの中の、いわゆる対応していただ

いている各地域での支援相談員の方のスキルアップというところがあったと思うんですが、

どこかありましたね、スキルアップというところが。 

 スキルアップは当然大事なことなんですけど、まず、これだけ多様化していきますと、

要員不足というか、絶対数が足らないという観点からいきますと、支援相談員の増員に関

して、じゃ、どうしたら増やせるのかということになってくると思うので。その方たちの

置かれている環境、いわゆる立場、身分的な立場とか、突っ込んだところまで行きますと

経済的な問題とかいろいろ、あくまでもボランティアでやっていただいているという観点
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は外せないんですけども、ボランティアといえども、何かそういう社会的な地位といいま

すか、そういうことが認められるようなポジションに置いていただいたほうが集めやすい

んじゃないかなという、募集というか、増員しやすいんじゃないかなという気がしてなり

ません。 

 以上です。 

【西田委員長】  ありがとうございます。政策を進めていく上での工夫ということのと

ころで、ぜひ意見に盛り込んでいただきたいなというふうに思います。 

 大河内委員、お願いします。 

【大河内委員】  委員を務めさせていただいています大河内でございます。ご報告、あ

りがとうございました。 

 ちょっとばらばらになってしまうんですけども、３点お聞かせいただきたいと思います。 

 まず１点目が、スクールソーシャルワーカーの配置のところの区独自のというお話がご

ざいました。若干、ちょっと話は飛ぶか分からないけど、スクールナースのところなんか

は、どんな取り組みがなされているかというところ、もし動きがあればということで教え

ていただければと思います。ケア支援法ができておりますので、その中でスクールナース

の配置ということがこれから重要になってくるところかと思いますけども、その辺りのと

ころで、もし何か具体的な動きといいましょうか、方向性みたいなことがあればというの

が１点目です。 

 ２点目が、災害のところなんですけども、すみません、ちょっと正式な名前は忘れたん

ですけれども、事業所が登録するのがあったと思います。非常に住吉区はその事業所も多

いというような印象を持っております。そういった事業所さんの意見交換会といいましょ

うか、何かみたいなこととかが、もしなされているんでしたらば、そういったところを教

えていただきたいということが２点目です。 

 すみません。それから３点目なんですけども、これ育児サロンのことでちょっとお聞か

せいただきたいんですけども、育児サロンを担う地域のボランティアの中で、地域の小学

校のＰＴＡが参加しているというケースがどれくらい、活発なのかどうかとか、そういっ

たところが非常に重要である一方で、ＰＴＡが非常にそれぞれ、今、成り手不足とかもろ

もろのところで、なかなか本体の活動が非常に厳しくなる中で、どんなふうに地域の連携

の中での地域での役割も果たしていくかというところが非常に難しいというところがあり

まして、そういった辺りのところをちょっと参考ということで、ＰＴＡとの関わりみたい
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なところが、もし、ほかのところであったりなかったり含めて、ちょっと情報をいただけ

ればというふうに思います。 

 以上でございます。 

【小西保健子育て担当課長】  保健子育て担当課長、小西です。 

 スクールナースなんですけど、私の理解では、医療的なケアの必要な子どもさんがいら

っしゃって、その子どもさんに対する支援のためにナースを配置するということだと思う

んですけど、保育所等でもそういったことも言われているかと思うんですけど、具体には、

多分福祉局かな、教育委員会かな、のほうで取り組みをされていると思うんですけども、

ちょっと具体的には、私、区役所のほうでは情報をちょっと持っておりませんので、申し

訳ございません。 

【大宅地域課長代理】  地域課の大宅です。 

 ２点目の災害の事業所なんですが、災害時地域協力事業所といいまして、区内で今36の

会社に協力していただいていることで、山下会長のところの会社もそこに入っていただい

ておるんですが。いろんな企業がございまして、一同に会するというのがちょっと難しい

んですけど、今年はちょっと無理やったんですが、総合防災訓練を毎年やっておりますの

で、来年度はできるだけこの協力事業者さんにもお声かけさせていただいて、何らかの形

で防災訓練に参加していただこうと思っているのと、それぞれ事業所のほうにご協力いた

だいて、例えば、ここが水につかったらどれぐらいの高さまでつかりますよという、そう

いう浸水表示板とかそういうのを張っていただいたりのご協力も今、常日頃からやってい

ただいておるんですが、なかなか一同に集まることが今できていない状況です。 

 以上です。 

【中嶌社会福祉協議会事務局長】  地域の子育てサロンについて、少しご説明します。 

 墨江は小学校のＰＴＡのＯＢの方が中心になって関わっていただいていますけれども、

全般的に言いますと、民生委員さん、主任児童委員さん、それから、更生保護女性会さん

とか、あとはボランティアさんというところで関わってくださっているところが多いかな

というふうに思っています。 

 成り手不足というところで言いますと、地域の活動全般というところもあるんですけれ

ども、地域の中でやはりＰＴＡの卒業生の方、ＯＢが少し活動に関わってくださったりと

いうのが子育てサロンの中でも生まれてきているかなというところです。 

 この方法がありますよというのはなかなか難しいところではありますけれども、一方で
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子ども見守り隊という活動がありまして、地域とＰＴＡと学校さんが子どもの中心に活動

していこうという中で、地域とＰＴＡの方が顔を合わせることで、またつながりが生まれ

て、次の活動につながっていくチャンスというところも生まれてきているかなというふう

に実感しているところです。 

 ちょっと答えになってないかもしれませんけれども、以上です。 

【西田委員長】  藤本委員。 

【藤本委員】  藤本です。 

 私、子ども食堂のほうから参加させていただいていて、一つ気になるところが、子ども

サポートネットの継続実施の中で、ヤングケアラー支援強化であったりとか、ソーシャル

ワーカーの増員ということが挙げられているんですけれども、気になるのが、ヤングケア

ラーに対する居場所の告知であったりとか相談ということの件数が、ハンドブックを配布

してから何件あったのかということと、そもそも虐待児童の要対協に上がっている人数、

分母が分からないと、そのうちの何人が相談に来ているのかというのがちょっと分からな

かったので、小会議のときにでも教えていただけたらなと思います。ありがとうございま

す。 

【小西保健子育て担当課長】  保健子育て担当課長、小西です。 

 ヤングケアラーの相談窓口が各区に設置されたのがもう１年ほど前、令和３年の10月頃

です。その後、区でもヤングケアラーの取り組みということで、令和３年11月にヤングケ

アラーの研修を実施したりとか、パンフレット、ヤングケアラーについて周知するリーフ

レットを作成したりということで取り組みをさせていただいているんですけれども、なか

なか具体に地域のほうからヤングケアラーの相談というのは、なかなか持ち込まれてなく

て、主には学校のほうから、この子はヤングケアラーではないかというようなことで相談

をいただいてというような、それで支援につなげるというようなことは、ちょっと具体の

数字までは把握してないんですけど、まだそれほど多くはないです。これからもっと周知

に努めていかないといけないと思っております。 

 要対協の子どもさんは何人ぐらいいらっしゃるのかということなんですけど、これもち

ょっと、どこまで具体に報告できるかという、ちょっと情報共有がどこまでできるかとい

うのがあるので、ちょっと具体に今この場で報告はできないんですけど。そうですね、数

百人の子どもさんが住吉区で要対協に登録されております。 

【西田委員長】  なるほど、難しいですね。恐らく年間の推移が分かると、何かこの施



－34－ 

策がうまく働いてんねんなというような、そんな簡単な話ではないですけども、恐らく専

門で評価されるときにそういうのが気になると思うので、例えば、成年後見のところやっ

たら、成年後見にどれだけつながっている件数があってであるとか、相談件数はこれぐら

いであってとかというのが、年間、この３か年の中で推移が分かれば、この施策がうまく

いっているん違うかなという評価もしやすいかなというふうに思いますので、各項目そう

いう、児童虐待の件数の推移であるとか、恐らく出せる、出せない範囲があるとは思うん

ですけども、何かそういう生活に密着して、ここに挙げられている生活課題に対しての数

字みたいなところの推移が分かるものがあれば添付して、書類として送っていただければ、

評価に反映されやすいかなというふうには思いますので。 

 これは多分子どもだけじゃなくて、ここに挙げられているもので、この数があったら評

価しやすいかなというのを、出せる、出せないがあると思いますが、お願いをしたいと思

います。 

 宮川委員、お願いします。 

【宮川委員】  宮川です。役所の皆さんがＡ評価って出している部分から攻めたいと思

います。 

 「はぐあっぷ」事業。「はぐあっぷ」事業なんですけど、資料６のほうですか、令和３年

度と同様という形を取っていて、ただ、令和４年度のところでは、課題があるという書き

方をされていたと思うんですけど、具体的にどういう課題があって再編をしないと駄目な

のかというのがこれでは分からないので、Ａ評価はＡ評価でいいのかもわかりませんけど、

何が課題であったのかというのが、Ｂ評価じゃなくてＡ評価になるというのがちょっと見

えないなというのがあります。 

 それと、あと、先ほどの人数と関係すると思うんですけど、いろんな行事を開催、講座

とか開催されて、何人集まっているのかとか、そういう情報がないんですね。例えば、令

和３年度は何人集まっていましたと。令和４年度は、この講座、「いやいやカフェ」とか「の

びのびひろば」なんかで何人の方にいろいろ伝えることができましたとか、できたら、こ

ういうのは出せる情報だと思うんですけど、それが一切ないので、何回やったという情報

しかないので、その辺の情報をいただけたらなというふうに思うんですが、いかがでしょ

うか。 

【小西保健子育て担当課長】  保健子育て担当課長、小西です。 

 「はぐあっぷ」の再編について、どのような課題があったのかということなんですけど
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も、この数年、妊娠期から就学前まで、主に「はぐあっぷ」で取り組みをさせていただい

ている中で、産後うつであるとか、そうですね、妊娠期もそうなんですけど、やはり抑う

つ状態にある方、ちょっと精神的にしんどい状態に陥られるという方が非常に多くの割合

を占めているという状況が明らかになってきましたので、やはり個別支援に力を入れてい

かないといけないと。早期発見、早期対応というのは何でも基本だと思いますので。そう

いったことで、そのための要員を増員するという取り組みを、再編することによってさせ

ていただいているということで。具体的には、１階の母子保健のところに、精神保健福祉

専門員の方を１名、会計年度任用職員として配置する方向で進めております。 

 また、子育て相談室にも家庭児童相談員を１名増員するという方向で、個別支援の強化

を進めていきたいというふうに考えております。 

 あと、「いやいやカフェ」等、いろんな相談、講座もやらせていただいているんですけど、

そういった人数等、整理させていいただいて、報告をさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

【西田委員長】  宮川さん、よろしいですか。 

【宮川委員】  はい。 

【西田委員長】  ちょっと時間も大分差し迫っておりますので。最後、小野先生、もう

１度。 

【小野教授】  ありがとうございました。 

 もう皆さんから出ていますけど、要は、これ、今、評価する場合に、まずアウトプット

ですよね。アウトプットを見せてほしいという意見なんですよね。だから、何回やって、

何人参加してという、そこの分かるところをまず１回共有したいと。その上で、アウトカ

ムの部分ですね。それによってどんな変化が起きましたかというのは次来るんですけど、

恐らくそこまで見えているのもあれば、見えていないところもある。だから、そこは、こ

こに書いてあるように、定性的な評価でもあり得るんだと思いますけど、そこの基本にな

るのは、こういうことを何回やって何人来たみたいなところがあって、そこのプロセスを

評価できるかどうか。 

 だから、結局、先ほど参加者数なんかでいうと、今コロナになったので、その前よりぐ

っと減っている可能性が結構あるじゃないですか。ぐっと減っているんだけど、そこだけ

見たら、アウトプットだけ見たらマイナスなんだけど、コロナの中でもこういう取り組み

していたんだというところを示すことによって、プロセス評価はプラスになる場合が当然
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あるので、そういうトータルな評価をできるような資料があったらいいなということだと

思うんですね。 

 その辺りは、結構簡単に出るものもあれば、簡単に出ないものもあると思いますので、

今、委員長もおっしゃっていましたけど、出せるものを出していただいて、みんなで評価

していこうというのが最近のはやり、はやりというか、基本ですので、事業者が一方的に

責められるってそういうことではなくて、みんなでこれをつくっているんだということを

お互いに了解しながら、少しずつ進んでいくということが、次にはよりよいものをつくろ

うということがこの評価をやっている意味ですので、何というか、決して学校の成績をつ

けているのとは違いますから、よりよいものをつくるためにこれをやっているので、情報

共有できるところは情報共有して、少しずつ進みましょうという、そういうことだと思い

ますので。 

 だから、もし、次のバージョン３をやる場合には、そこの最初の設計のときにその考え

方を入れて、こういう考え方でこの事業をやりますと。その後になって、それがうまくい

ったかどうかを評価しましょうというふうな形で、もうちょっとスムーズにできそうな感

じがします。そんなところです。 

【西田委員長】  ありがとうございます。 

 では、本日出された意見に基づいて、事務局で評価シートの内容の修正と追加の資料の

準備をお願いしたいと思います。 

 では、改めて事務局より評価シートと追加資料が各委員に送られますので、それぞれご

回答をいただきますよう、私からもよろしくお願いします。 

 再度お伝えしますが、全項目を埋める必要はありませんので、ご自身の関心の高いとこ

ろを特に重点的に評価をしていただきたいなというふうに思いますので、よろしくお願い

します。 

 そろそろ、終了の時間となりましたので、平澤区長のほうから、今日の会議について一

言お願いいたします。 

【平澤区長】  区長の平澤です。 

 今日は長時間にわたりまして、ご対応いただきまして、ありがとうございました。非常

に細かい資料をお見せしてということで、いきなり質問もなかなか難しかったかと思いま

すけれども、それでも中身をざっと見ていただいて、本当にいろいろと質問いただきまし

て、本当にありがとうございました。この中身につきまして、またご覧いただきまして、
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ご関心のある点についてご意見いただければと思いますので、どうぞよろしくお願いいた

します。 

 また、今日のこちらからの報告で、地域座談会がこの間コロナでなかなか進んでおらな

かったんですが、ようやく皆様のご協力もいただいて進んできたかなと思っております。 

 この成功事例、やっぱり地域によっても状況が違うので、一概に同じようにはいかない

と思うんですけれども、成功事例のほうをうまく共有しまして、それぞれの地域に合った

形で考えていっていただけるように、我々として、また進めてまいりたいと思っておると

ころでございます。 

 また、評価につきましては、数値がないとなかなか評価しづらいというのはごもっとも

かなと思っておりまして、我々としましても、できるだけ分かりやすい数値を出していく

ことはやっていこうと思っておりますが、なかなか福祉分野の数値だけで測れない部分も

ございますので、そういった辺りも、「こういう数字はあるんだけども、これはこういう使

い方しかできないな」みたいなことも意見交換させていただきながら、評価のほうをやっ

ていきたいと思っておりますので、また、事務的にもやらせていただきますので、どうぞ

よろしくお願いいたします。今日は長時間本当にありがとうございました。 

【西田委員長】  本日のスムーズな会議の進行にご協力をいただきまして、ありがとう

ございます。 

 事務局のほうで今日の意見を取りまとめて、区政会議のほうへの報告を行っていただき

たいと思いますので、よろしくお願いします。 

 では、今後のスケジュール等について、事務局のほうからご説明をお願いいたします。 

【松浦保健副主幹】  西田委員長ありがとうございました。 

 委員長からもありましたように、改めて評価シートなどを送らせていただきますので、

ご回答のほうをよろしくお願いいたします。 

 締切りにつきましては、４月上旬を予定しております。評価シート送付時に、また詳し

くお知らせさせていただきます。 

 評価シートの送付方法についてですけども、先ほども申しましたように、お手元に調査

票を置かせていただいておりますので、帰りに事務局にお渡しをお願いいたします。 

 今後のスケジュールについてお伝えします。次第にも書かせていただいておりますが、

次年度の開催日程につきまして、第１回を６月29日木曜日、第２回を11月２日木曜日、第

３回を令和６年２月22日木曜日、いずれも午後６時から予定しております。また事務局よ
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りご案内させていただきますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 本日は、大変お忙しい中、ご出席を賜り、誠にありがとうございました。 

 以上で、地域福祉専門会議を終了させていただきます。どうもお疲れさまでございまし

た。 

── 了 ── 


